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～ みなさまの思いを宍粟市のまちづくりに生かすため 

アンケート調査へのご協力をお願いします ～ 
 

市民のみなさまには、日ごろより市政にご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、市では、すべての政策の最上位となる総合計画と人口減少対策に特化した総合戦略を見直

し、２０２１年度から５年間の新たな計画づくりを進めています。 

計画づくりにあたり、これから宍粟市が取り組むべき課題やニーズについて、みなさまの思いを

お聞きするため、アンケート調査を実施いたします。 

これからの宍粟市のまちづくりに関わる大切な計画となりますので、アンケート調査へのご協力

をよろしくお願いいたします。 

なお、現在、様々な分野において計画策定を進めており、アンケート調査もそれぞれの計画の趣

旨に沿って行っております。対象となる市民の方は無作為抽出により選ばせていただいているため、

複数のアンケート調査への回答をお願いしている方もいらっしゃるかと存じますが、何卒、ご協力

いただきますようお願いいたします。 

 

平成 31 年３月 

                             宍粟市長 福 元 晶 三 

 

 

●この調査の対象者は、宍粟市在住の 18 歳以上の方の中から無作為に抽出させてい

ただきました。回答は、封筒の宛て名のご本人様がご記入ください。 

（恐れ入りますが、ご本人が調査票への記入が困難な場合には、ご家族や親しい方な

どにご協力をいただき、ご本人の意思をご回答ください。） 

●この調査は、統計的な処理が目的であり、個人が特定されることはありません。ま

た、調査の目的以外には一切使用いたしません。 

●ご回答いただいた調査票は、お手数ですが同封の返信用封筒に入れて、 

平成 31 年３月 22 日（金）までにポストに投函してください。 

調査票、返信用封筒ともに無記名で構いません。また、切手は不要です。 

第２次宍粟市総合計画・総合戦略策定に向けた 

市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 

 

ご記入にあたってのお願い 

（お問い合わせ先） 

宍粟市役所 企画総務部 地域創生課 

電 話 0790-63-3000（代表） 

0790-63-3066（直通）※平日 8：30～17：15 

ＦＡＸ  0790-63-3060 

e-mail  kikaku-kk@city.shiso.lg.jp 
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１．18歳・19歳         ４．40歳～49歳      ７．70歳～79歳 

２．20歳～29歳                 ５．50歳～59歳      ８．80歳以上            

３．30歳～39歳                 ６．60歳～69歳 

１．男性             ２．女性         ３．（          ） 

１．住みよい           ４．あまり住みよいとはいえない 

２．まあまあ住みよい       ５．住みにくい 

３．どちらともいえない      ６．わからない 

１．５年未満           ３．10年以上20年未満 

２．５年以上10年未満       ４．20年以上 

１．会社員、団体職員、公務員             ５．学生 

２．契約社員、パート、アルバイトなど         ６．家事専業 

３．農林漁業                     ７．無職 

４．商業、サービス業、自由業、その他の自営業     ８．その他 

１．ひとり暮らし         ４．３世代が同居（親と子と孫） 

２．夫婦のみ           ５．その他（                   ） 

３．２世代が同居（親と子）      

１．山崎西中学校区               ４．一宮南中学校区        ７．千種中学校区 

２．山崎南中学校区               ５．一宮北中学校区        

３．山崎東中学校区        ６．波賀中学校区      

１．山崎町 ２．一宮町  ３．波賀町 ４．千種町  ５．市外【市町村名：        】 

最初にあなたご自身のことについてお聞きします。 
 

問１ あなたの性別（心の性）をお答えください。（○はひとつ） 

※心の性とは、自身の性をどのように認識しているかをさします。 
 

 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。（○はひとつ） 

 

 

 

 

問３ あなたが住んでいる中学校区をお答えください。（○はひとつ） 

 

 

 

 

問４ あなたは、宍粟市に通算して何年住んでいますか。（○はひとつ） 

 

 

 

問５ あなたの家族（同居者）構成をお答えください。（○はひとつ） 

 

 

 

 

問６ あなたの主な職業をお答えください。（○はひとつ） 
育児や介護、病気などで一時的に休業中の場合は、現在働いているものとして回答してください。 

 

 

 

 

 

問７ 問６で「１～５」と答えた方にお尋ねします。あなたの通勤・通学先はどこですか。（○はひとつ） 

また、「５」と答えた方は、通勤・通学している市町村名を記入してください。 

 

     

 

宍粟市の住みごこちや定住意向についてお聞きします。 
 

問８ あなたにとって、宍粟市は住みよいまちですか。（○はひとつ） 
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１．ずっと住み続けたい           ４．できれば住み続けたくない 

２．できれば住み続けたい          ５．住み続けたくない 

３．どちらともいえない           ６．わからない 

１．長年住んでいて、宍粟市に愛着があるから 

２．安定した仕事・収入を得る場があるから 

３．保健・医療・福祉などの機能が充実しているから 

４．子育て環境が充実しているから 

５．教育・文化・スポーツなどの施設・設備が充実しているから 

６．買い物に便利だから 

７．銀行・郵便局などのサービスが受けやすいから 

８．通勤・通学など交通の便がよいから 

９．親・兄弟姉妹などが市内にいるから（同居・近居しているから） 

10．近所づきあいなど人間関係がよいから 

11．災害の危険性が低いから 

12．物価が安いから 

13．住宅・宅地が求めやすいから 

14．水・緑などの自然環境に恵まれているから 

15．米・野菜などのおいしい食べ物が豊富にあるから 

16．その他（                                 ） 

１．宍粟市に愛着がないから 

２．希望する仕事・収入を得る場がないから 

３．保健・医療・福祉などの機能が不足しているから 

４．子育て環境が充実していないから 

５．教育・文化・スポーツ施設などの施設・整備が充実していないから 

６．買い物に不便だから 

７．銀行・郵便局などのサービスが受けにくいから 

８．通勤・通学など、交通が不便だから 

９．親・兄弟姉妹などが市内にいないから（同居・近居していないから） 

10．近所づきあいなど人間関係がわずらわしいから 

11．災害の危険性が高いから 

12．物価が高いから 

13．住宅・宅地が求めにくいから 

14．飲食店や娯楽施設が少ないから 

15．その他（                                 ） 

問９ あなたは、今後も宍粟市で住み続けたいですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

問９－１ 問９で「１．ずっと住み続けたい」または「２．できれば住み続けたい」と答えた方にお尋ね

します。あなたが住み続けたいと思う理由を教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－２ 問９で「４．できれば住み続けたくない」または「５．住み続けたくない」と答えた方にお尋

ねします。あなたが住み続けたくないと思う理由を教えてください。（あてはまるものすべてに○） 
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宍粟市のまちづくりへの満足度、今後の重要度についてお聞きします。 

あなたは、毎日の生活の中で、以下にあげたまちづくりの取組にどの程度満足していますか。ま

た、今後の取組としてはどの程度重要だと思いますか。ご自身の生活と関連が少ない項目につい

ても、ご家族や地域の状況を踏まえてできるだけお答えください。 

（問 10－１～問 10－８の満足度、今後の重要度それぞれについて、○はひとつずつ） 
 

問 10－１ 「魅力と活力あふれる地域産業を育むまちづくり」に関すること 

 

現在の取組への満足度 今後の取組としての重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 重要 
やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

はない 

重要で 

はない 

① 農業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

② 林業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

③ 商工業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

④ 観光の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

 

問 10－２ 「快適に暮らせるまちづくり」に関すること 

 

現在の取組への満足度 今後の取組としての重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 重要 
やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

はない 

重要で 

はない 

① 生活景観の保全 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

② 
住環境整備、土地 
利用の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

③ 道路網の整備 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

④ 上下水道の整備 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

⑤ 公共交通の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

 

問 10－３ 「環境にやさしいまちづくり」に関すること 

 

現在の取組への満足度 今後の取組としての重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 重要 
やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

はない 

重要で 

はない 

① 自然環境の保全 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

② 
資源循環型社会の 
構築※１ ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

③ 
再生可能エネルギー
の活用※２ ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

 
※１具体的には、ごみ減量化の推進、ごみの適正処理・管理等 

 ※２具体的には、小水力・太陽光発電システム、木質ペレットストーブ・ボイラー設置の推進等 
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問 10－４ 「安全で安心なまちづくり」に関すること 

 

現在の取組への満足度 今後の取組としての重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 重要 
やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

はない 

重要で 

はない 

① 防災体制の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

② 消防・救急体制の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

③ 防犯・交通安全の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

 

問 10－５ 「子どもが健やかに育つまちづくり」に関すること 

 

現在の取組への満足度 今後の取組としての重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 重要 
やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

はない 

重要で 

はない 

① 子育て支援の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

② 就学前教育の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

③ 学校教育の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

④ 青少年健全育成の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

 

問 10－６ 「保健・医療・福祉が連携した安心のまちづくり」に関すること 

 

現在の取組への満足度 今後の取組としての重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 重要 
やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

はない 

重要で 

はない 

① 健康づくりの推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

② 医療体制の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

③ 高齢者福祉の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

④ 障がい福祉の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

⑤ 地域福祉の充実※ ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

 ※市民・地域・関係機関・行政が連携して地域ぐるみの福祉を推進すること。 

 

問 10－７ 「心豊かにいきいきと学べるまちづくり」に関すること 

 

現在の取組への満足度 今後の取組としての重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 重要 
やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

はない 

重要で 

はない 

① 生涯学習の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

② 文化・芸術活動の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

③ スポーツ活動の振興 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

④ 人権教育・啓発の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

⑤ 男女共同参画の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 
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１．十分な備えをしている            ３．必要性は感じているが、備えはしていない 

２．十分ではないが、ある程度の備えはしている  ４．特に考えていない 

１．避難訓練や防災講座などの啓発活動の充実 

２．自治会の自主防災組織の活動の充実 

３．消防団体制の充実 

４．耐震診断や改修などの補助制度や施設の耐震化の充実 

５．防災資機材の備蓄・整備の充実 

６．災害時における情報提供体制の充実 

７．避難所環境の充実 

８．その他（                                 ） 

１．取り入れたい                ３．取り入れたいと思わない 

２．できれば取り入れたい            ４．どちらでもない 

問 10－８ 「参画と協働・行財政運営」に関すること 

 

現在の取組への満足度 今後の取組としての重要度 

満足 
やや 
満足 

普通 
やや 
不満 

不満 重要 
やや 
重要 

普通 
あまり 

重要で 

はない 

重要で 

はない 

① 
参画と協働のまちづ
くりの推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

② 
持続可能な行財政運営
の推進※ ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

 ※具体的には、行政改革、公共施設の適正化及び長寿命化、効率的な組織体制の構築。 
 

あなたの普段の生活や考え、これからのまちづくりについてお聞きします。 
 

問 11 あなたは、市民が木や森林への関心や愛着を高めるために、どのような取組が重要である

と思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは、生活の中に木や木製品をもっと取り入れたいと思いますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

問 13 あなたのご家庭では、風水害等の災害に対し、避難場所の確認や非常用持出品などの備

えをされていますか。（○はひとつ） 

 

 

  
問 14 あなたは、防災に対する取組として、どのようなことに力を入れるべきだと考えますか。  

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

１．手入れされていない森林の整備の推進 

２．モミジなどの観光資源ともなる彩り豊かな森林づくりの推進 

３．スギやヒノキのブランド化を進め、木材の価値を高める取組の推進 

４．木に触れる機会や登山など森林と関わりのあるイベントの実施 

５．地元の木材を使った住宅を増やす取組や公共施設などでの地元木材の利用促進 

６．森林学習や自然体験の機会の増加 

７．地元の木材・木製品の販売の強化 

８．木の植え方や育成方法などの講習会の実施 

９．林業などの木や森林に関わる仕事のPRや体験する機会の増加 

10．その他（                                 ） 
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１．参加している              ３．あまり参加していない 

２．どちらかといえば、参加している     ４．参加していない 

１．週１回以上、運動・スポーツ活動をしている 

２．週１回以上ではないが、定期的に運動・スポーツ活動をしている 

３．年に数回、運動・スポーツ活動をしている 

４．まったくしていない 

１．人権問題について学ぶ講座やセミナーの開催 

２．学校教育における人権教育の充実 

３．人権に関する相談の強化 

４．人権侵害被害者への救済 

５．広報やパンフレットの作成などによる人権啓発の推進 

６．その他（                                    ） 

１．講演会や研修会などに参加している（参加したことがある）  

２．人権啓発冊子やチラシなどを読んでいる（読んだことがある） 

３．取組は知っているが参加などはしたことがない 

４．知らない 

１．市内の個人商店             ５．移動販売 

２．市内の小型スーパー・コンビニ      ６．通信販売・宅配等 

３．市内の大型スーパー           ７．その他（              ） 

４．市外のスーパー 

1．ラジオ体操の普及促進            5．運動・健康教室などの充実 

2．いきいき百歳体操の活動支援         6．スポーツ・運動セミナーなどの情報発信 

3．ウォーキング・ジョギングコースの設置・周知 7．各種スポーツ大会やイベントの開催 

4．スポーツ施設の整備・充実          8．その他（             ） 

 

問 15 あなたは、日頃から運動やスポーツ活動をされていますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

問16 あなたは、運動やスポーツ活動を通じた健康づくりに対する取組として、どのようなことに力

を入れるべきだと考えますか。（○は２つまで） 

 

 

 

 

 

問 17 あなたは、宍粟市の人権教育・人権啓発の取組をご存知ですか。（○は２つまで） 

 

 

 

 

 
 
問 18 あなたは、市民一人ひとりの人権が尊重され、差別や偏見がないまちづくりを実現するた 

    めには、どのようなことに力を入れるべきだと考えますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

問 19 あなたは、自治会活動・子ども会活動など地域の活動に参加されていますか。（○はひとつ） 

 

 

 

問 20 あなたは、食料品等の日常的な買い物をどこでされていますか。（あてはまるものすべてに○） 
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１．食料品や日用品を買うところがない 

２．病院や診療所（歯科を含む。）が遠い 

３．金融機関や郵便局が遠い 

４．子どもの通う保育所・こども園・幼稚園・学校が遠い 

５．路線バスの便数が少ない 

６．通勤・通学が不便 

７．文化・芸術・スポーツ・生涯学習などの場が少ない 

８．台風・集中豪雨・地震などの災害による被害が怖い 

９．地域の治安に不安がある 

10．親やあなた自身の介護が必要 

11．住んでいる人が少なく、地域行事等のコミュニティが成り立たない 

12．その他（                                   ） 

１．空き家の活用による移住・定住の促進      ５．市内での住宅取得費用等の支援 

２．市が保有する住宅分譲地への移住・定住の促進  ６．移住・定住に関する情報の提供 

３．都市圏等からの高齢者の移住の受け入れ促進   ７．就職相談・支援の充実・情報の提供 

４．通勤・通学にかかる交通費等の支援       ８．その他（           ） 

１．自治会活動や各種団体による公益活動など、地域コミュニティの活性化 

２．生涯学習の充実 

３．地域間を結ぶ路線バスネットワークの充実などによる公共交通の確保 

４．買い物などの日常生活に必要な機能の確保 

５．子育て環境の充実 

６．集落・地域内外での交流の機会の確保 

７．その他（                                   ） 

１．価格                   ６．一度の買い物で用が済む（商品が多様） 

２．品揃え（同じ商品でも数種類ある）     ７．サービスの質（接客など） 

３．近い（徒歩や自転車で行くことができる）  ８．品質 

４．自家用車・バスなどの交通手段で行きやすい ９．コミュニケーション（顔なじみである） 

５．営業日・営業時間             10．その他（             ） 

問 21 あなたが食料品等の日常的な買い物をする店を選ぶ際に重視する点は何ですか。 

      （○は３つまで） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 22 あなたがお住まいの地域で生活するうえでお困りのことや不安なことはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 宍粟市では、合併前の町域をひとつの「生活圏」として位置付け、日常生活に必要な機能

を備えることや賑わいの創出を目的とした「生活圏の拠点づくり」を進めています。あなたは

「生活圏」の活性化を図るために、どのようなことに力を入れるべきだと考えますか。（○は

３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 あなたは、市外からの移住を促進したり、宍粟市出身者が市内に戻ってくるために、どのよ

うなことに力を入れるべきだと考えますか。（○は３つまで） 
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１．結婚のための出会いの場づくり・セミナーの開催 

２．妊娠・出産に関する情報提供や経済的支援 

３．子育て家庭に対する経済的支援の充実 

４．保育サービスの充実 

５．子育て相談や情報提供など子育て支援サービスの充実 

６．子どもの遊び場の整備や遊具等の充実 

７．保護者どうしの交流や仲間づくりのための機会の充実 

８．仕事と子育ての両立のための周囲の理解促進 

９．仕事と子育ての両立のための企業への支援の充実 

10．学びや体験の機会を通じた子どものふるさと意識の醸成 

11．子どもが夢や目標を持ち、将来の生き方を考えることができる教育の推進 

12．その他（                                  ） 

１．自分のやりたい仕事内容であること ７．趣味など自分がやりたいことと両立ができること 

２．給料が高いこと          ８．資格や技術が身に付けられること 

３．職場の雰囲気が良いこと      ９．通勤がしやすいこと 

４．自分の個性や能力が生かせること  10．会社に将来性があること  

５．長期間安定して働けること     11．その他（               ） 

６．休みが多いこと           

１．宍粟市産の農林水産物等の付加価値の向上による農林水産業の振興 

２．宍粟材の普及、森林整備の促進等による林業及び関連産業の振興 

３．市内中小企業等の事業活動支援による経営基盤の強化 

４．農業の担い手育成支援 

５．林業の担い手育成支援 

６．企業誘致の促進 

７．新たな起業の支援 

８．企業と求職者のマッチング強化 

９．外国人人材の受入強化 

10．企業への就業体験の充実 

11．その他（                                  ） 

問 25 あなたが仕事を選ぶ際に重要と思うことはどんなことですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 あなたは、宍粟市における雇用を増やすためには、どのようなことに力を入れるべきだと考

えますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 あなたは、子どもを産み育てる環境を充実するためにはどのようなことに力を入れるべきだ

と考えますか。（○は３つまで） 
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１．田園や森林など美しい景観や水・緑を生かした自然豊かなまち 

２．地域の歴史的資源や伝統・文化を生かしたまち 

３．自然と調和した農林業が活発なまち 

４．工業・商業・サービス業などが活発な働く場に恵まれた産業のまち 

５．多くの観光客が訪れ、人々との活発な交流が行われる観光のまち 

６．道路・上下水道・市街地、交通手段などの社会基盤が充実したまち 

７．住宅や公園、緑地など快適に暮らせる居住環境に恵まれたまち 

８．災害や事故のない安全なまち 

９．高齢者や障がい者などすべての人が安心して暮らせる福祉のまち 

10．保健・医療体制と健康づくり施策が充実した健やかなまち 

11．保育所・こども園・幼稚園・学校が充実し、子どもたちが健やかで健全に育つまち 

12．文化・創作活動や生涯学習活動のさかんなまち 

13．スポーツ活動のさかんなまち 

14．ごみの減量やリサイクル活動など、環境問題に積極的に取り組むまち 

15．情報や通信機能の発達した高度情報化のまち 

16．国際交流に積極的に取り組むまち 

17．市民一人ひとりの人権が尊重される差別や偏見がないまち 

18．その他（                                 ） 

１．森林セラピー※や登山など、グリーンツーリズム※の推進 

２．自然資源を生かした景観形成・風景の創造 

３．「日本酒発祥の地・発酵のまち」を生かした観光推進 

４．音水湖エリアを活用したカヌー等の推進 

５．自転車やバイク愛好者の受け入れ体制の充実 

６．宍粟市の魅力を効果的に発信する観光ＰＲの推進 

７．市内観光施設の機能の充実 

８．新たな市内観光施設の設置 

９．広域的な連携による観光ルートの開発 

10．地元農産物等を活用した食の推進 

11．歴史・文化的資源を生かした観光推進 

12．その他（                                 ） 

※森林セラピー…森林自らが持つ心身への効果とさらにその効果を高める療法を施すことにより、心身をリ

フレッシュさせるもの。 

※グリーンツーリズム…農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動のこと。 

問 28 あなたは、宍粟市を訪れる人を増やすためには、どのようなことに力を入れるべきだと考え

ますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 あなたは、将来、宍粟市がどのようなまちであってほしいと思いますか。（○は３つまで） 
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宍粟市のまちづくりを進める上で、市民のみなさまと行政が一緒にまちづくりについ

て考え、取り組んでいくことが大切です。そこで、計画等の策定にあたり、2019 年７・

8 月頃に３回程度の「まちづくりワークショップ」を実施し、そこで出された意見を計

画や市政に反映していきたいと考えています。「宍粟市をもっと良くしたい」「まちづく

りに参画してみたい」と思われる方はぜひワークショップにご参加ください。 

※開催日時や概要など詳細な情報について、今後、市広報、ＨＰ等を通じて、お知ら

せいたします。 

 

 

 

～まちづくりを一緒に考えませんか～ 

問 30 その他、宍粟市のまちづくりについて、ご意見等を自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

記入もれがないかご確認のうえ、同封の返信用封筒に入れ、封をして、切

手を貼らずに、３月 22 日（金）までにポストに投函をお願いいたします。 

ワークショップとは？ 

ワークショップとは、講師から一方的に話を聞く会議ではなく、参加者が対等な立場で主体的

に参加し、参加者同士が自主的に話し合い、学び合う、グループによる検討方法です。 


